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論 文 内 容 の 要 旨

歯科領域における岨囁機能回復の一つとして歯槽骨内に人工歯椴を埋入し,その上に上部構造物を装着する,

いわゆる口腔インプラントが近年行われるように撃った｡

口腔インプラントはチタン合金,セラミックス,コ｣ティング複合インプラントなどによく複合材料の開発に

より大きく発展してきた｡

骨内インプラントでは,支持･国軍の目的により亘プラント周由に骨組織の形成が必要とされ,そのために
インプラント材料の生体親和性が求められると同時にインプラントフィクスチアーを軍内に植立した場合の初期

固定が必要となる｡また,初期固定力を卒げる｢方,イざプラ㌣_トフィクスチアー周囲に骨に加わる負荷を減少

させることが可能であればインプラント素材とLては画期的なことと言える｡その素材として振動吸収効果右も

つNi-Ti合金が考えられる｡

Ni-Ti合金はマルテンサイト変態温度により,超弾性効果,形状記憶効果や振動吸収効果をもっNi-Ti金属開化

合物とされている｡これらの効果とくに振動吸収効果に注目し,Ni-Ti合金のインプラント体を試作し岨囁･頃

合による負荷のもとでのインプラント周囲組織の影響にづいて検索を行'っ､た結果,このマルテンサイト相Ni一寸i

金属間化合物を素材とする振動吸収能を持っVDIインプラントはインプラント素材として生物学的,機疲的に有
用な素材であると結論した｡

実験材料と方法

実験材料としては口腔内所見で歯列不正や歯の欠損および歯周組織疾患を認めない雄ニッポンザル(mαCαCα

ノおcα拍)8頑を用いた｡

実験対象として①VDI(Vibrationdampingimplant 以後VDIと略す)インプラント‥振動吸収効果を発拝

する56%Ni-44%Ti合金(以後Ni-Ti合金と略す)素材シリンダー型インプラントおよぴ②ハイドロキシアパタイ

ト(以後HAPと略す)ブラストVDIインプラントの2種類を用いた｡

比較対象埋入インプラントとして③チタンインプラント:純チタンシリンダー型インプラント,④ペリオルー

ト型インプラント(以後P鱒Ⅰインプラントと略す)を用いた｡

対象VDIインプラントの素材については超高温ヤング率および内部摩擦測定装置により曲げ振動法による加振

に対する減衰曲線から制振特性を求め振動吸収能を検定した｡

下顎両側小臼歯欠損部に各種実験用インプラントフィクスチアーを埋入した,1カ月後に上部構造物を装着し,

3カ月,6カ月,12カ月で屠殺し薄切標本とし光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡にて観察した｡

結果および考察

素材金属の振動吸収能について甲観察

マルテンサイト相の56%Ni-44%Ti合金では振動吸収能をもっが,純チタンではこの特性は見られなかった｡
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組織学的観察

本実験では比較対象としたPRIインプラント周囲の骨形成は純チタン素材インブラシ■トより遅れるが,一機能後

6カ月以後ではインプラント周囲骨組織は純チタン素材インプラントと同様にオセオインテグレーションを示し1

た｡しかし機能後12カ月になるとインプラント頸部骨縁やインプラント尖端では骨吸収がみられた｡この骨吸収

は岨囁･攻合機能による負荷応力の刺激によるものと考えられる｡しかし`vDIイシプラントではフィクスチアー

周囲ではこれに密接すろ骨梁網がみられ,周囲骨組織の吸収は観られない｡′-またさらにフィクスチアー表面に

HAPをプラスティング左したVDIインプうント礼砲甲実験例と比較してフィクスチアー周囲骨の形成は早く,

機能後3カ月で一部オセオインテグレーション様相を示し以後周囲骨梁綱は緻密となる｡またフィクスチアー

表面に接する骨組織はHAP層とアンキローゼ様の癒合し五組織像が観られた｡

この結果振動吸収能(振動減衰効果)をもつ素材インプラント体では荷重はインプラント体で吸収され,直接

周囲骨には伝えられないと考えられる｡この結果から振動吸収能(振動減衰効果)をもつVDIインプラントはイ

ンプラント素材として生物学的,力学的に有用な素材であると考えられる｡

論文審査の結果の要旨

申請者 田川智也は,56%Ni-44%Ti金属間化合物で歯根型インプラント(VDI)を作動し,'他のインプラン

㌧(形状記憶インプラーンゝト,純チタンインプラント).と組織学的生体親和性について鱒索した｡その結果VbIイ

ンプラントは振動吸収能を有し,かつ生物学的,力学的に優叫たインプ~ラントであることを証明卜した｡本研究の

成果は,歯科口腔外科李の発展に,少なからず寄与するものと革められる｡
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